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大 画面 液晶 で 大 量 の 情報 を 正確 に 表示 
研究 発表 の 説得 力 が 向上 し 、 ディ スカ ッ シ ョ ン も 活発 に 





国立 大 学 法人 北海 道 大 学 さ ま タッ チ デ ィ ス プレ イ 「BIG PAD]」 

@ 北 海道 札幌 市 PN-L702B(70v 型 ) x1 台 

@1876 年 に 創設 され た 札幌 農学 校 を 起源 と する 国立 
大 学 。 学生 数 約 1 万 8 千 名 。「 フ ロン ティ ア 精 神 」、 所 @2012 年 2 月 、 情 報 科 学研 究 科 ・ 山 本 強 教授 の 研 
「 国 際 性 の 潤 養 」、「 全 人 教育 ]、「 実 学 の 重視 ] を ここ の | 究 室 に 研究 発表 な ど で 活 用 する 大 型 の タッ チ デ ィ 
教育 理念 と し て 掲げ 、 国際 的 な 教育 研究 の 拠点 を で 。 スプ レイ を 導入 。 
目指 し て いる 。 ! 紅 販売 : 株 式 会 社 ウチ ダシ ステ ム ソ リ ュー ショ ン さ ま 





こん な ソリ ュー ショ ン を 実現 し まし た 。 


情報 ネッ トワ ー ク 分 野 の 研究 で 大 量 の 情報 を 取り 扱う シス テム が 増加 し て お り 、 
導入 前 の 課題 それ ら 多 様 な 情報 を 一 度 に 表示 で きる 大 画面 の ディ スプ レイ が 必要 で し た 。 
また プロ ジェ クタ ー で は CG 等 を 表示 する 際 、 歪み が 生じ る と いっ た 課題 も 抱え て いま し た 。 
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液晶 な の で CG 等 も 歪み な く 表 | | タッ チ 操 作 で 学生 の 研究 発表 の | | 可動 式 な の で 研究 室 か ら 講義 室 
示 可 能 。 プ ロジ ェ ク タ ー に 匹敵 す | | 説得 力 が アッ プ 。 デ ィ ス カッ ショ | | に 移動 させ て 学部 説明 会 に 利用 
る 大 き さ に も 満足 し て いま す 。 ン も より 活発 化し まし た 。 する 等 、 用 途 が 広がっ て いま す 。 
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詩人 の 痛 景 
大 画面 で 直感 的 な 操作 が 可能 な タッ チ パ ネル 。 
研究 活動 の 幅 や 質 を 向上 で きる と 考え まし た 。 
現在 、 我々 の 研究 領域 で は [ビッ グ デ ー タ 」 と 言わ れる 大 量 の 情報 
を 取り 扱う シス テム が 増え て き て お り 、 多 種 多様 な 情報 を 1 画面 で 表 
示さ せる に は ディ スプ レイ の 大 型 化 が 必要 不可 欠 で し た 。 また 直観 
的 な 操作 が 可能 な タッ チ パ ネル に も 以前 か ら 興 味 が あり 、 単なる 表 
示 端 末 と し し て だ け で は な く 、 我々 の 研究 活動 の 幅 を 広げ る ツー ル と 
し て も 魅力 を 感じ まし た 。 


| 北海 道 大 学 大 学院 

」 情報 科学 研究 科 

メデ ィ ア ネッ トワ ー ク 専攻 
工学 博士 山本 強 教授 





表示 の 正確 さ が 求 め ら れる CG 画 像 等 を 取り 扱う た め 、 
歪み な く 大 きく 表示 で きる こと が 重要 で し た 。 

我々 は コン ピュ ー タ ー を 使っ た 画像 ・ 映 像 の 生成 、 合成 や 情報 ネッ トワ 
ー ク の 分 野 を 研究 テー マ と し て いま す の で 、 CG 画 像 等 、 形 に 対し て よ 
り 厳 密 な 表示 が 求め られ る 素材 を 多く 扱い ます 。 従来 プレ ゼン テー シ 
ョ ン で 使用 し て いた プロ ジェ クタ ー で は 、 ス クリ ー ン に よっ て 歪み が 生じ 
る と いっ た 問題 が 起き て いま し た 。 そ の 点 、BIG PAD は 液晶 な の で 歪 
み も な く 表 示 で き 、 プ ロジ ェ ク タ ー に も 匹敵 する 70 イン チ と いう 大 画面 
で し た の で 迷わ ず 導 入 を 決め まし た 。 


園 導入 後 の 効 果 


研究 発表 の 説得 力 ・ 伝 達 力 が アッ プ 。 

ディ スカ ッ シ ョ ン も し や すく 、 コ ミュ ニケ ーション が 活性 化 。 
この ツー ル の 魅力 は 発表 者 と 聞き 手 の 距 離 が 近く な る こと 。 プロ ジェ 

クタ ー の よう に 影 を 気 に する 必要 も な い の で 、 発表 者 も 聞き 手 も 、 よ 

り 表 示 画 面 の 近く に 集まる こと が で きま す 。 発表 者 と 聞き 手 の 距離 が 

近い と 、 一 方 的 な 発表 に と ど ま ら ず 、 すぐ に ディ スカ ッ シ ョ ン す る こと 

が で き 、 コ ミュ ニケ ーション が より 活発 に な り ま し た 。 ま た 説明 し な が 

ら タ ッ チ 操作 で 画面 を 拡大 縮小 し た り 、 ペ ー ジ を 送っ た りす る こと が 

で きる の で 説得 力 や 伝達 力も アッ プ 。 学生 の 研究 発表 の 内 容 る も レベ 

ル ア ッ プ し て きま し た 。 


男 今後 の 展望 


研究 者 と し て BIG PAD に 可能 性 を 感じ て いま す 。 


我々 は 研究 者 で す の で 、 単なる 利用 者 で は あり ませ ん 。 我々 が 様々 な 
想像 力 を 働か せ て 、 こ の BIG PAD の よう な 機器 の アプ リケーション を 
開発 し 、 新た な 使い 方 や 魅力 を 引き 出す こと も 研究 者 と し て 興味 深い 
と 考え て いま す 。 







し 
付属 の ペン で 画面 に 書き 込み を する 山本 教授 





発表 者 と 聞き 手 と の 距離 が 近く 、 ディ スカ ッ シ ョ ン も 
より 活発 に 





スタ ンド の 裏側 に は PC の 設置 台 が 備え つけ られ て いる 
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